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1．はじめに 

 2017年 4月，新潟大学工学部の改組に伴い，文理

融合主専攻プログラムとして「人間支援感性科学プ

ログラム」が誕生した．それから 4 年が過ぎ，工学

と芸術・スポーツが融合した新しい工学の教育・研

究の実践が 2020年に完成年度を迎えた．本稿では，

当プログラムの誕生の経緯，理念と概要，これまで 4

年間の教育と研究の成果をまとめる．本題に入る前

に，しばし過去を振り返り，改組に至った背景につ

いて簡単にまとめる．その部分がないと，なぜ，工学

部に文理融合プログラムが開設されたのか，また，

今日の活動の成果の意義が十分に伝わらない可能性

があるからである． 

 

2．背景 

 文部科学省による大学改革の流れの中で，2012年

の大学改革実行プラン以降，学部の再編などが各大

学で進められた．新潟大学では，3期中期目標・計画

のミッションの再定義において，教育学部新課程の

廃止が決まり 1)，それと共に理・工・農・3学部の改

組と創生学部の新設が計画された．工学部の改組で

は，「融合科学としての新たな工学教育を目指す」こ

とが大きく掲げられ，融合研究を得意としていた福

祉人間工学科が母体となり，人の豊かな生活に貢献

できる新しい総合科学の主専攻プログラムが計画さ

れた．社会的ニーズとしても異分野交流や分野融合

が求められた時期である．福祉人間工学科は，人間

に関わる工学，特に生体医工学と福祉・支援工学の

教育研究に特化した学科として 1998年に発足した．

学科の理念には「超高齢化・高福祉社会への社会的

関心の高まりに対応して，年齢や障害の有無にかか

わらず，あらゆる人々が快適で心豊かな生活を過ご

せるように支援を行う技術を創造することを目的と

し，電気電子・情報技術を基盤として人間，福祉，生

活支援，医療に関する技術の習得を通して，使う人

の立場に立った設計思想と国際的な視野をもった技

術者・研究者を育成する」ということが掲げられて

おり，新プログラム構想の基盤となった．さて，先に

廃止が決まり学生募集停止となった教育学部新課程

の中に「芸術環境創造課程（美術，音楽）」と「健康

スポーツ課程」があった．上記の新プログラムの理

念には，芸術や健康スポーツなど感性に関わる要素

が重要であることから，廃止となった当該分野から

6名の教員が工学部の新プログラムに参画する形で，

2017 年 4 月に人間支援感性科学プログラムが誕生

した．この改組で工学部全体では 50名の定員増とな

った（現在 1学年の定員は 530名）． 

 

3．工学部の改組 

 工学部の改組では，これまで 7 学科体制であった

ものを 1 学科とし，その中に 9 つの主専攻プログラ

ムを配した．なお，組織としては，プログラムを束ね

る上位組織として「分野」というものが存在する．こ

れは，主に 1 年次の共通科目を教育する枠組みであ

り，人間支援感性科学プログラムは協創経営プログ

ラムとともに「融合領域分野」を組織している．入試

での募集単位も分野毎に設定され，1 年次は分野に

所属して学ぶ．学生がプログラムに配属されるのは

2年次からとなる（詳細は工学部案内 2)参照）．なお，

特別選抜（総合型選抜，学校推薦型選抜）はプログラ

ム単位で実施するため，これらで合格した学生は入

学時点で所属プログラムが決定する． 

 人間支援感性科学プログラムの最大の特徴は，文

理融合，学際領域の教育研究を先導する主専攻プロ

グラムとして工学部に設置された点である．文理融

合を実現するために，理系分野である生体医工学・

支援科学と文系分野である美術，音楽，健康スポー

ツが融合した（図 1）．理系，文系という括りは，高

校生が受験勉強をする上での分け方であり人間が後

付けで決めた学問の分類である．そもそも学問領域

に理系も文系もないはずである．ラテン語の ars（ア

ルス）という言葉は，アート（芸術）の語源といわれ

ているが，古代ギリシャでは ars は技術，医術，科

学などの様々な意味を持つ言葉でもあった．このこ



 

 

 

とは，「学問」の意味も持つ arsを出発点として，の

ちに多くの学問分野に分化していったことを物語っ

ている．現在存在する多くの細分化された専門分野，

大学でいえば学部や学科の区分は，ars から派生し

個々に専門性が強化された成れの果てと考えられる．

よって，人間支援感性科学プログラムにおいて，工

学・技術（生体医工学，支援技術），芸術（美術，音

楽），健康スポーツを一つのプログラム内で融合して

教育研究することは，学問の源流に立ち返る，いわ

ば「arsの復権」に他ならない．このようにいうと堅

苦しく感じるが，異分野の研究者が集結し知恵を出

し合い，新しいものを生み出す可能性を秘めた本プ

ログラムの基本コンセプトは，旧来の学問の形その

ものであるということである．とはいえ，学問に垣

根はないと言いながら，以下の説明では便宜上，あ

えて理系・文系という言葉を使うことをお許し頂き

たい． 

 

 人間支援感性科学プログラムは，現在，工学部教

員 9 名に加えて教育学部より教員 6 名が工学部の主

担当として合流し（美術 2 名，音楽 2名，健康スポ

ーツ 2 名）運営している．さらに工学部教員と医学

部保健学科との間では交流人事を行い，相互に教員

が往来し講義担当と研究指導を展開している．工学

部にいながらにして，工学はもちろんのこと，芸術，

スポーツ，医学看護学の教育研究ができる環境とな

っている．ここで誤解をしてはならないのは，人間

支援感性科学プログラムは，文理融合プログラムで

はあるが，理系の人材育成プログラムである点であ

る．母体となった福祉人間工学科は，電気電子工学

科，情報工学科とならび，電気情報系の学科として

20年間教育研究を実践してきた．人間支援感性科学

プログラムでも，この流れを踏襲し情報系の理系の

人材育成を基盤としている． 

 

図 1 文理融合のイメージ 

 

4．入試の特徴 

 本プログラムの入試も特徴的である．文理融合の

教育研究を実践するため，理系学生と共に文系学生

も受け入れる体制を整えている．現在，入試形態は

多岐に渡り，一般選抜（前期日程と後期日程），総合

型選抜，学校推薦型選抜（Iと II）がある（2021年

1月現在）．総合型選抜，学校推薦型選抜は，いわゆ

る特別選抜であり，一般的な学力試験を課さず，自

己推薦書や小論文，面接によって合否を判定する．

特に学校推薦型選抜 I は，出願要件が複数あり，当

プログラム特有の要件として，芸術，スポーツに関

する特徴的な活動経歴や競技成績をアピールするこ

とができる．また，学校推薦型選抜 IIでは面接およ

び3教科3科目の共通テストで合否を判定するため，

高校時代に文系コースで学習していた受験生も受験

可能である（図 2）． 

 

図 2 多様化する入試形態 

 

5．入学後の学習 

 1年次は先に述べたように「分野」単位で教育が行

われる．よって，当プログラムは融合領域分野とし

て，協創経営プログラムとともに工学の基礎，専門

課程に入る前の概論を教授する．融合領域の特徴と

しては，第 2 タームを丸々使用して「キャリアデザ

イン・インターンシップ I」を開講する点があげられ

る．これは，企業と福祉関連施設にてそれぞれ一定

期間の実地研修を行い，現場のニーズや問題点を肌

で感じるまたとないチャンスとなる．この体験はそ

の後の専門課程での学習や研究活動にも良い影響を

与える． 

 当プログラムでは，文系コースからの入学も可能

としており，入学後の学習では物理，数学を必修科

目からは除外した．これは，物理，数学を全くやらな

いという意味ではなく，選択科目として学習可能と

しているので，理系学生は従来通り，物理，数学を学

習することができる．文系学生は，必要に応じてリ

メディアル科目で物理，数学を学習し，さらに専門

人間支援感性科学プログラムによる学びのかたち

生体医工学・支援技術 美術・音楽・スポーツ

科学・工学の
より専門的な教育

芸術・スポーツを
通して感性を刺激

科学技術と芸術のコラボが
生み出す新しい科学

イノベーションを先導する総合工学の誕生

コンピュータサイエンスの基礎と、福祉、芸術、音楽、スポーツへの応用をまなぶ

人間支援感性科学プログラムとは ●多彩な講義・ 演習

専門科目の基礎となる数学・物理に対する充実した支援体制により文系・理系にかか

わらず工学系専門科目にスムーズに対応できる基礎知識を身に付けることができます。

　 特に、本プログラムでは、ソフトウェア科学をベースにした工学の基礎力として、プログ

ラミングやフィジカルコンピューティングによって、実社会の情報をあやつる技術を学び

ます。また、工学的なものづくりに加え、音楽や造形などの芸術的なスキルと実践的知識

を、長期の実験・演習を通じて学ぶことができます。

さらに、人間支援医工学、スポーツ情報科学、人間工学・医学・芸術・健康科学の多

方面から現代の社会的課題を見つけ、工学の基礎力によってその解決にアプローチする

幅広い知識と視野を兼ね備えた能力と経験を身につけることができます。

看護工学 ：  異なる視点の融合が切り拓く新しい科学と技術、デザイン

●特色ある研究

本プログラムのスタッフには、看護学専門の教員もいます。これは全国的に新しい取り

組みです。学部では、医療や看護の基礎を学ぶ看護工学という講義を選択できるので、

卒業研究から大学院に向け、医療現場のニーズに応える研究が可能になります。

現在は、健康長寿社会実現のため「 安全に歩く 」ことに焦点を置いた共同研究を行っ

ています。例えば、バーチャルリアリティを活用した次世代型看護用医療安全学習教材

の開発、生体計測技術を活用した患者の歩容評価と歩行支援の提案、また、新潟市と

の共同による、地域住民の健康増進に向けたウォーキングの効果測定に関する研究な

どです。他に、がん医療における「 バイオフィードバック法を用いたストレスケア」に焦点を

置き、癒しをもたらすケアの方法（ モノ）を科学し、デザインする試みが、工学系、芸術系

教員との共同で始まりました。看護工学は、人にやさしい工学を目指し、ケアを社会に実

装します。

実社会での表現活動 :  地域に根付く芸術

●地域とのつながり

専門科目を積み重ね芸術工学系分野の成果の発表の場として、三年次には、実社会

で芸術プロジェクト の実践を行う授業が用意されています。国内外の様々な芸術プロ

ジェ  クトの概論を受講した後、自身で企画を築き、制作実践を行う授業です。人間支援、

地域の賑わいを創造する地域支援という考えで、地域活性化事業にも関わり、芸術工

学としての表現作品の発表と検証を行っています。 

視覚障がい者のためのパソコン講習

　 パソコン、タブレット 、スマートフォンなどの情報機器は、視覚障がい者にとって、文字情報を

音声で読み上げる機能およびインターネットを介した情報収集・発信の機能などによって、生

活・就労・就学にとても役立っています。この講習は2003年、旧学科のときに地域の障がい者団

体と共同で開始され、いまに至っています。その長年の社会貢献に対して、令和元年度「 障害

者の生涯学習支援活動」に係る文部科学大臣表彰を受賞しました。

日本社会の超高齢化、国際化、情報化は社会の仕組みを大きく 変え、それに合わせて私たちの

生活や産業の構造へも急激な変革が求められています。そのために解決すべき緊急の課題として

は、｢高齢者・ 障がい者の生活・就労支援」、「 医療・介護・介助の省力化・高度化」、「 心身の健康お

よび生活の質の維持・改善」の３つが考えられます。

このような課題を解決し、また人々の快適で心豊かな暮らしを実現するために、工学だけではな

く 、生体医工学、芸術、音楽、健康スポーツ科学を融合した人間支援感性科学プログラムが設置

されています。

本プログラムでは、現代社会での要求の高いソフトウェア技術を基礎として、人間支援医工学、

スポーツ情報科学、感性科学の知識と経験をもつ「 ソフトウェア科学関連の人材」を養成しながら、

文理の領域を超えて革新的かつエレガントな人間支援や芸術表現の新しいカタチを創造します。

生体医工学、芸術、音楽、健康スポーツ科学が

融合した、新しい教育プログラムです。

すべての人の豊かで幸せな生活を支援する技術の開発、人の複雑な生命活動を

生み出す体の仕組みを調べています。

支援機器工学、生体医工学の知識や芸術表現・ スポーツでの感性を身につけ、

エンジニアとして、研究者として、社会のために活躍しませんか？

感 性
芸術・スポーツ

理 性
科学・ 工学

生体医工学・支援技術

福祉人間工学・
情報工学・機械工学

工学系

保健学医学系

学習する主な分野 学習する主な分野

環境芸術・デザイン
作曲・ピアノ

芸術系

美術・音楽・スポーツ

健康スポーツ科学系

イノベーションを先導する

総合工学の誕生

科学技術と芸術のコラボが
生み出す新しい科学

科学・工学の

より専門的な教育

芸術・スポーツを

通して感性を刺激

人間支援感性科学プログラムによる学びのかたち

福祉・ 医療・

神経科学への応用
応 用

福祉や医療を中

心に、幅広い応

用技術の開発や

研究を行います

革新的かつ

エレガント な技術を

開発できる人材を養成
養 成

情報工学をベースにして，生体医工学，

支援技術，美術，音楽，健康スポーツ科

学を学ぶことにより，多様化する現代

社会でも活躍できる人材を養成します

美術• 音楽• スポーツでの

感性を活かした

芸術工学の実現
実 現

新たな表現活動を実

社会で展開する研究

活動を行います

専門家が集結

工学部は1学科となり、様々な

カリキュラムを専門家の教員

から履修することができます

学 生

理性
科学・工学

感性
芸術・スポーツ

＊一般入試では融合領域分野を
志望して下さい

（2年次よりプログラムへ配属）

支援技術，生体医工学がやりたい
医療や医学について研究したい

美術，音楽，スポーツを
仕事に応用したい

学校推薦型選抜（I）
<共通テストなし>

出願要件で面接が異なる

文系だけど工学にも
興味がある

理系に転向

共通テストを
頑張る

理
系

音楽，デザイン，スポーツに興味がある
それらを仕事にしたい

学校推薦型選抜（II）
<共通テスト利用>

3教科3科目

一般入試
<共通テスト+2次試験>

入 試

美術，音楽，スポーツが得意
（優秀な競技歴，受賞歴，創作歴）

* 推薦入試では入学時に
当プログラムへの配属確定

工業高校

総合型選抜
卓越した技能
際立った活動

文
系

* 総合型選抜では入学時に
当プログラムへの配属確定



 

 

 

的な数物系科目を履修することができるような仕組

みとしている．これにより，文系学生が工学部の中

で理系科目を学習し活動することを可能とした． 

 では，当プログラムで何が学ぶことができるのか．

我々の人材育成目標は，「ソフトウェア科学を共通の

基礎にして，医療，福祉，スポーツ，音楽，美術のい

ずれかを中心に学習することにより，多様化するソ

フトウェアニーズに創造的・協働的に対応できる人

材を養成する」3)である．したがって，ソフトウェア・

プログラミング技術を必修科目とし，全ての学生が

ICT，AI，データサイエンス等に対応できるように教

育を展開している．これに加え，専門課程では，生体

医工学・支援科学，美術（デザイン）・音楽，健康ス

ポーツの 3 分野をそれぞれコアとして専門科目を用

意し，学生は自らのコアを 1 つ設定し，コアとそれ

を補強する他の分野の科目を履修し，バランスの良

い学習ができるような履修指導をしている（図 3）．

これにより，一人の学生の中に理性と感性の双方が

同居した，文理融合の人材育成を目指している．こ

れらの教育を可能とするためには，数多くの専門科

目が必要となり，実際に当プログラムが開講する専

門科目の数は，他のプログラムとは比較にならない

くらい多い．この点は，完成年度を迎え，今後はカリ

キュラム改定によって科目の整理を進めて行く予定

である． 

 専門科目の中での必修科目には，実践プログラミ

ング，実験科目を開講している．実験は 2年次，3年

次にそれぞれ用意しており，工学系，芸術系，スポー

ツ系の各テーマの実験演習を行う．テーマの一例を

紹介すると，センサー技術，生体計測，デッサン，音

響工学，動作解析などである． 

 研究室配属は 3 年次後期から行なっている．一般

的には 4 年次から研究室活動を開始し卒業研究を実

施する大学が多いと思われるが，当プログラムでは，

半年早く研究室に配属し，いち早く研究や制作に着

手することで，実践的な教育研究活動を余裕を持っ

て取り組めるように展開している． 

 

 

図 3  4年間の履修のイメージ 

 

6．入学者の志向 

融合分野における新たな研究領域として，感性工

学，デザインや音楽，スポーツを科学することを対

象としているが，それらを明確に志望する学生が増

えてきた． 

例えば，高校時代に理系コースだった受験生で，

吹奏楽部，美術部，各種運動部で活躍していた学生

が，自身の競技種目や楽器演奏，作品創作を工学と

からめ，人間の生活を豊かにしたいという動機で本

プログラムに入学した学生が複数おり，そのような

学生が増加傾向にあることは大変喜ばしい．また，

自身が長年行って来た競技種目の成績向上やパフォ

ーマンス強化のために神経科学的なアプローチをし

たいと，スポーツと医工学のコラボレーションを希

望して入学した学生などもおり，医工学や支援技術

を志望する学生の中にも，これまでにない融合的な

動機を持った学生が存在する．このことは，当プロ

グラムが目指している方向性に対して，需要がある

ことを意味している．さらに，文系コースの受験生

も特別選抜を活用して入学を果たしており，無事に

4 年生に進級し卒業研究に取り組んでいる．工学部

にありながら文系学生も受け入れるという前代未聞

の試みもしっかりと機能している． 

 もちろん，従来からの生体医工学，福祉・支援工学

に興味のある学生は依然として多く入学している．

これらの研究領域は異分野と融合することによって

これまで以上に研究の幅が広がり発展する．人間支

援感性科学プログラムも福祉人間工学科の頃と変わ

らず，人間に関わる工学，医工連携領域の教育研究

部門の拠点として存在感を示していきたい． 
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7．特色ある科目と成果 

 人間支援感性科学プログラムの特色のある科目と

その取り組みを紹介する． 

 1 年次では，分野導入とともに専門課程への誘い

として，「人間支援感性科学概論」を開講している．

工学系，芸術系，健康スポーツ系の各教員が担当す

るオムニバス科目で，各分野の歴史から最新動向に

至るまで余すことなく紹介し，分野融合研究の実例

に触れることになる． 

 「実践プログラミング」は 2 年次で開講する必修

科目である．学生の興味の対象に依らず，共通技能

として習得させたいものとしてプログラミングを設

定している．様々な実践的科目や演習，研究室活動

で必要となるプログラミング技術を学ぶ． 

 「芸術プロジェクト概論」・「芸術プロジェクト表

現実習」では，芸術表現の事例や方法論を概論で学

んだ後，実社会での表現実践として演習を行う．実

際に制作・展示を行った実例を以下に紹介する．セ

ンサ技術，光，映像と身体とのインタラクションを

造形表現として制作した作品を地域行政と共同で展

示発表した（第 8 回西区アートフェスティバル 4)，

図 4）．学生が企画制作した工学と芸術の融合である

メディアアート作品を屋内外に展示し好評を博した．

作品の様子はYoutubeでも公開されている 5)． 

「音創造演習 I，II」では，履修する２年生が，親

子で楽しむオンライン参加型イベント「ミュージッ

クパラダイス～音の世界へ飛び込もう！～」を企画・

運営した．楽曲演奏に止まらず，IT技術を駆使しオ

ンラインでのイベントとして総合プロデュースし，

一般市民参加型のイベントを成功させた 6)（図 5）．

これらは融合教育の一例であるが，工学と芸術が融

合し，講義で学んだこととそれを実践する場がセッ

トとなった人間支援感性科学プログラムの特徴的科

目である． 

 「看護工学」は人間支援感性科学プログラムと医

学部保健学科との交流人事によって生まれた医工連

携分野融合型のオムニバス科目である．看護理工学

に関する様々な話題，事例をそれぞれの専門の立場

から考察する．医療現場のニーズや問題点を知り，

人間支援感性科学としての問題解決方法や研究課題

を見出すことを学ぶ．当プログラムの 3 年生以外に

も看護学生の聴講もあり，現場での高度な看護技術

の実践への誘いと今後の看護理工学の融合研究の推

進へ期待される． 

 

 

 

図 4 アートイベントの作品と制作風景 

 

 



 

 

 

 

図 5 音届（おとどけ）のライブ配信イベント 

 

8．融合研究の成果 

 当プログラムの所属教員は，従来より比較的多く

の共同研究や融合研究を推進してきた．改組後は，

共同研究，融合研究の幅がさらに拡大している．紙

面の関係上，融合研究の成果を抜粋して紹介する． 

 医工学の研究としては，医学部との共同研究で成

果を挙げている．発達障害に関する臨床医学的研究
7)や社会性の脳内機構 8)など主に精神医学領域や神

経科学領域の研究において医工連携研究を推進して

いる．また，医学部保健学科看護学専攻との共同研

究では，美味しさ（味覚・嗅覚）の定量化 9)，乳ガン

患者の術後に見られる皮膚の異常の客観的な評価 10)，

歩行器による歩容の解析 11)など，看護理工学的観点

の研究発表を行った． 

 芸術と工学のコラボレーションでは，インタラク

ティブなメディアアート作品の制作と，それが鑑賞

者に与える効果について実験的に検証する研究 12)な

どで成果を挙げた．この分野では，作品の展示とい

う形態での成果発表を多数行っている 13-16)． 

 工学技術は，融合分野の「教育」に対しても有効で

あり様々な挑戦があった．特に看護学分野の実習の

刷新 17)や人材育成のためのVR技術の活用 18)，表現

に関する教育に工学技術を活用する講義・演習につ

いての実践例も発信している 19)． 

 さらには融合研究による地域貢献にも取り組んで

きた．新潟市西蒲区との共同事業で，地域住民の健

康増進のためのプログラムを企画運営し，医学保健

学的データの分析を行った 20)．また，東蒲原郡阿賀

町の平瀬地区の伝統的祭り（鍾馗様祭り）の存続と

記録のために，芸術（造形工学）と工学技術を活用し

た 21)． 

 このように，融合研究の取り組みは，医工学，芸術

工学，教育工学，地域貢献など，応用先は多岐にわた

る．紙面の関係で全てに触れることができないが，

この 4 年間に取り組んだ融合教育，研究，関連事業

の成果 22-29)をもとに今後も多くの発展が期待できる． 

 

9．就職・進学動向 

 これまで，福祉人間工学科を卒業した学生は，電

子情報系のメーカをはじめ，各種製造業，インフラ

系，物流，公務員に至るまで幅広い就職を成してき

た．人間支援感性科学プログラムにおいても，その

傾向を継承しつつ，これまでになかった業態の企業

への就職も内定している．当プログラムの輩出する

学生像は，情報・プログラミング技術を学んだ理系

学生でありながら，感性に関わる知識や技法を学ん



 

 

 

だ理性と感性の同居した人材で，幅広い活躍が期待

できる．よって，業態を問わず，企画や開発に携わる

ことができる部門や，リーダーシップを発揮できる

総合職での活躍が期待できると考えている．完成年

度を迎え，初の卒業生に関しては，想定通りの就職

内定を得ている．また，これまで 6～7割程度の大学

院進学があったが，その傾向は改組後も同様である．

なお，人間支援感性科学プログラムに対応する大学

院は，大学院自然科学研究科の情報電子系列に属す

る人間支援科学コースである．今後は大学院の改組

において分野融合に根ざした主専攻プログラムが出

来れば，当プログラムが大きく関わることになるだ

ろう． 

 

10．コロナ禍において 

 2020 年度，想定外の COVID-19 パンデミックに

より，生活環境，大学での活動は大きく変化した．全

ての講義がオンライン化し，自宅から外出しない，

あるいは外出できない生活を余儀なくされた．心身

ともに疲弊する環境に身をおかれる中，ふと思うこ

とは，人間支援感性科学プログラムが目指す「全て

の人が豊かになる工学」は，今この時代に必要なこ

とそのものであるということである．特に緊急事態

宣言下で様々な活動が自粛された際，家にこもる生

活の中では，芸術の必要性が再認識された．また，自

粛期間に体調を崩さないために日常の運動の重要性

も身につまされた．さらに，簡便に体調をモニタリ

ングする術は，自宅から出られない生活での心身の

ケアに有効である．これら生活に必須な要素は，全

て人間支援感性科学の中に含まれている項目である．

様々な技術と知識を駆使し，理性と感性を研ぎ澄ま

しこの難局を乗り越えられるよう，今こそ人間支援

感性科学プログラムの力を発揮できるよう，教育研

究を進めたい． 

 

11．終わりに 

 工学部に分離融合プログラムとして開設した人間

支援感性科学プログラムの概要と 4 年間の成果を概

説した．紹介した全ての取り組みが異分野の複数研

究者によって実施された点は特筆すべきである．今

後もこのような環境を活かして，多様化する社会情

勢に創造的・協働的に対応できる人材を養成すべく，

スタッフ一丸となって教育研究活動を実施する．当

プログラムの開設にあたり，リーダーシップを発揮

された田邊裕治 自然科学研究科長（当時工学部長），

林豊彦名誉教授（改組直後 2 年間のプログラム長）

はもとより，学内外の多くの方からのご指導ご支援

を得て完成年度を終えようとしている．改組から 4

年の後半 2 年間のプログラム長のまとめの仕事とし

て，プログラムを代表して本稿を執筆した．今後も，

これまで以上にご支援ご鞭撻を賜りますよう，宜し

くお願い申し上げます． 

 本稿を閉じるにあたり，この 4 年間，人間支援感

性科学プログラムの教育研究に携わってきた専任教

員を記す（順不同）． 

堀潤一，前田義信，渡辺哲也，岩城護，棚橋重仁，林

智彦，中村有花，清水研作，田中幸治，橋本学，三村

友子，牛山幸彦，村山敏夫，田邊裕治，坂井さゆり，

飯島淳彦． 

名誉教授：木竜徹，林豊彦，郷晃． 
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